
 

 

議案第１号 

 

   加西市誰もが性差にとらわれず共に生きる社会づくり条例の制定について 

 

 加西市誰もが性差にとらわれず共に生きる社会づくり条例を、別紙のとおり制定する。 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

                         加西市長 西 村 和 平     

  



 

 

加西市誰もが性差にとらわれず共に生きる社会づくり条例 

 

加西市は、播磨国風土記の根
ね

日女
ひ め

伝説の舞台となる緑の自然に囲まれた多くの古墳が残さ

れているなど、 古
いにしえ

から人々が営みを続けてきた歴史豊かなまちとして発展してきました。 

時代が進み社会や文化の流れの中で、いろいろな場面で性差が見られるようになり、長い

間、多様な生き方の妨げになっていました。加西市では男女共同参画社会の実現を目指し、

平成 19年度には「加西市男女共同参画都市宣言」を行うほか様々な取組を進めてきたところ

です。しかし、今なお性別による固定的な役割分担意識が根強く残り、とりわけ地域活動や

政策・方針決定の場への女性参画の面では、まだまだ協創のまちづくりの推進を力強く進め

るために、私たち一人一人が向き合うべき課題が多くあります。 

そして、少子高齢化やデジタル化が進むなか、コロナ後の新しい生き方や働き方に対応し

ていくためには、性別にとらわれずに全ての人が個性と能力を十分に発揮できる多様性に富

んだ活力ある社会でなくてはなりません。 

 私たちは、先人たちが築きあげたこの地が、更に内外に開かれ、誰もが一人一人の人権を

尊重しながら、安心して自分らしく生き生きと輝く社会の実現を目指して、地域のあらゆる

分野で共に支え合い参画する社会づくりに取り組むことを決意し、この条例を制定します。 

（目的） 

第１条 この条例は、男女共同参画社会の推進に関し、基本理念を定め、市、市民、事業者、

地域団体及び教育関係者等の責務を明らかにするとともに、市の施策の基本となる事項を

定め、当該施策を総合的かつ計画的に実施することにより、男女共同参画社会の実現を図

ることを目的とします。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

ります。 

(１) 男女共同参画 全ての人が性別、性的指向、性自認等にかかわりなく、社会の対等

な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる場における活動に参画する機会が

確保されることによって、等しく政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受するこ

とができるとともに、共に責任を担うことをいいます。 

(２) 市民 市内に居住し、通勤し、又は通学する者をいいます。 



 

 

(３) 事業者 市内において事業活動を行う個人又は法人その他の団体をいいます。 

(４) 地域団体 市内において、市民が主に組織する団体で、自治会、ふるさと創造会議、

特定非営利活動法人等その他の営利を目的とせずにまちづくりに関わる活動を行う団

体をいいます。 

(５) 教育関係者 市内の学校、地域、家庭その他のあらゆる場において、教育及び保育

に携わる個人又は法人その他団体をいいます。 

(６) 性的指向 人の恋愛や性愛がどのような性を対象とするかを示す概念をいいます。 

(７) 性自認 自らの性についての自己認識をいいます。 

(８) セクシュアル・ハラスメント 性的な言動により相手方を不快にさせ、その者の生

活環境を害すること又は性的な言動を受けた相手方の対応により、その者に不利益を与

えることをいいます。 

(９) ドメスティック・バイオレンス 配偶者（配偶者であった者を含みます。）又は交

際相手等親密な関係にある者（親密な関係にあった者を含みます。）に行われる身体的、

精神的、社会的、経済的又は性的な暴力をいいます。 

(10) ジェンダー平等 一人一人の人間が、性別にかかわらず、平等に責任、権利及び機

会を分かちあい、あらゆる物事を一緒に決めることができることをいいます。 

（基本理念） 

第３条 男女共同参画社会の基本理念は、次のとおりとします。 

(１) 全ての人が個人として尊重されること、性別による差別的取扱いを受けないこと、

個人としての能力を発揮する機会が確保されること等の人権が尊重されること。 

(２) 男女の性別にとどまらず、人の性は多様なもので、人格の基礎ともなるために、等

しく尊重されること。 

(３) 社会における制度又は慣行が性別による固定的な役割分担等を反映して、全ての人

の社会における活動の自由な選択に対して影響を及ぼすことのないように配慮される

こと。 

(４) 全ての人が社会の対等な構成員として、社会のあらゆる場における方針の立案及び

決定に共同して参画する機会が確保されること。 

(５) 家族の構成員が性別にかかわりなく相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家

族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果

たすとともに、家庭以外の活動を行うことができるようにすること。 



 

 

(６) 全ての人が性に対する理解を深め、妊娠、出産等について個人の意見が尊重され、

生涯にわたり健康な生活を営むことができるように配慮されること。 

(７) 全ての市民、事業者、地域団体及び教育関係者（以下「市民等」といいます。）が、

地域社会を構成する一員としての自覚と責任を持ち、自発的かつ自主的に男女共同参画

社会を推進する活動に参画するとともに、地域活動に参画する他のものと協働して取り

組むこと。 

(８) 国際社会及び国内における男女共同参画に係る取組を積極的に理解すること。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条の基本理念（以下「基本理念」といいます。）に基づき、男女共同参画

社会の推進に関する施策（以下「推進施策」といいます。）を総合的に策定し、実施する

ものとします。 

２ 市は、推進施策を実施するに当たっては、国、他の地方公共団体及び市民等との連携に

努めるものとします。 

３ 市は、職員一人一人の男女共同参画に関する認識を高める等、率先して男女共同参画社

会の推進に努めるものとします。 

（市民の責務） 

第５条 市民は、基本理念に基づき、男女共同参画社会に関する理解を深め、社会のあらゆ

る分野において、その推進に努めるものとします。 

２ 市民は、市が実施する推進施策に協力するよう努めるものとします。 

（事業者の責務） 

第６条 事業者は、基本理念に基づき、その事業活動において、男女共同参画社会の推進に

取り組むよう努めるものとします。 

２ 事業者は、ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場環境を整備するよう努めるものと

します。 

３ 事業者は、市が実施する推進施策に協力するよう努めるものとします。 

（地域団体の責務） 

第７条 地域団体は、基本理念に基づき、その運営又は活動に関する方針の決定等について、

全ての人が対等に参画する機会を確保するとともに、性別にかかわりなく能力を発揮でき

る環境を整備するよう努めるものとします。 

２ 地域団体は、市が実施する推進施策に協力するよう努めるものとします。 



 

 

（教育関係者の責務） 

第８条 教育関係者は、男女共同参画社会の推進に果たす教育の重要性を認識し、基本理念

に基づき、教育を行うよう努めるものとします。 

２ 教育関係者は、市が実施する推進施策に協力するよう努めるものとします。 

（性別等による権利侵害の禁止） 

第９条 全ての人は、性別、性的指向、性自認等による差別的取扱いをしてはなりません。 

２ 全ての人は、セクシュアル・ハラスメント等のハラスメント及びドメスティック・バイ

オレンス等の暴力を行ってはなりません。 

３ 全ての人は、本人の同意を得ないで、当該本人に関して知り得た性的指向、性自認等の

内容を他人に漏らし、又は本人に公表を強制若しくは禁止してはなりません。 

（公衆に表示する情報に関する留意） 

第10条 全ての人は、公衆に表示する情報において、性別による固定的な役割分担及び暴力

的行為を助長し、又は連想させる表現並びに著しく性的感情を刺激する表現を行わないよ

う努めなければなりません。 

（計画の策定） 

第11条 市長は、推進施策を総合的かつ計画的に推進するため、男女共同参画社会基本法（平

成11年法律第78号）第14条第３項に規定する市町村男女共同参画計画（以下「男女共同参

画計画」といいます。）を定めるものとします。 

２ 市長は、男女共同参画計画の策定に当たっては、市民の意見を反映させるために必要な

措置を講ずるとともに、第25条第１項に規定する加西市男女共同参画審議会の意見を聴く

ものとします。 

３ 市長は、男女共同参画計画を定めたときは、速やかに公表するものとします。 

４ 前２項の規定は、男女共同参画計画の変更について準用するものとします。 

（施策の策定等に当たっての配慮） 

第12条 市は、各種施策の策定及び実施に当たっては、男女共同参画社会の推進に配慮しな

ければなりません。 

（附属機関等における構成員の男女の均衡） 

第13条 市は、その設置する附属機関等の委員その他の構成員を任命し、又は委嘱する場合

には、男女の数に配慮するよう努めるものとします。 

（市民等の理解を深めるための措置） 



 

 

第14条 市は、男女共同参画社会の推進について、市民等の理解を深めるため、広報活動、

学習機会の提供その他の適切な措置を講ずるものとします。 

（市民等に対する支援） 

第15条 市は、市民等が行う男女共同参画社会の推進に関する自主的な取組に対し、情報の

提供その他の必要な支援を行うよう努めるものとします。 

（ワーク・ライフ・バランスの推進） 

第16条 市は、誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、

家庭生活、地域生活等との調和を保ち、人生の各段階に応じて多様な生き方を選択及び実

現できるよう必要な支援に努めるものとします。 

（意思決定の場における男女対等な参画の推進） 

第17条 市は、男女が共にあらゆる分野の活動の面において、方針の決定過程に参加できる

機会の確保の支援に努めるものとします。 

（男女共同参画に関する教育の推進） 

第18条 市は、学校教育、社会教育、家庭教育その他のあらゆる教育及び学習の機会におい

て、男女共同参画やジェンダー平等に関する教育及び学習を促進するための必要な支援を

行うよう努めるものとします。 

（防災の分野における施策の推進） 

第19条 市は、全ての人が、避難所等において被災者一人一人の人権が守られ安全に安心し

て生活できるように、平常時より多様な視点からの防災・減災の取組を十分理解した防災

体制の整備と防災に関する意識啓発の実践に努めるものとします。 

（誰もが能力を発揮できる働き方の推進支援） 

第20条 市は、雇用を行う事業者及び就業者に対し、雇用の分野における男女共同参画が推

進されるように、情報提供その他の必要な支援を行うよう努めるものとします。 

（ドメスティック・バイオレンスの防止等） 

第21条 市は、関係機関と連携して、ドメスティック・バイオレンスの防止に努めるととも

に、当該暴力の被害を受けた者を保護し、及び自立を支援するため必要な措置を講ずるも

のとします。 

（苦情等又は相談への対応） 

第22条 市は、市が実施する推進施策に関し、市民等から苦情又は意見（以下「苦情等」と

いいます。）の申出があったときは、適切に対応するものとします。 



 

 

２ 市は、性別、性的指向、性自認等による差別的取扱いその他の男女共同参画社会の推進

を阻害する行為に関し、市民等から相談の申出があったときは、関係機関と連携し、必要

な支援を行うものとします。 

３ 市長は、前２項に規定する苦情等又は相談への対応について必要があると認めるときは、

第25条第１項に規定する加西市男女共同参画審議会の意見を聴くことができるものとし

ます。 

（拠点機能） 

第23条 市は、推進施策を実施し、市民等による男女共同参画の取組を支援するための総合

的な拠点機能の充実に努めるものとします。 

（年次報告） 

第24条 市長は、男女共同参画計画に基づく施策の実施状況を取りまとめた年次報告を作成

し、これを公表するものとします。 

（加西市男女共同参画審議会） 

第25条 男女共同参画社会の推進について調査及び審議するため、加西市男女共同参画審議

会（以下「審議会」といいます。）を置きます。 

２ 審議会は、前項に定めるもののほか、男女共同参画社会の推進に関し必要と認められる

事項について、市長に意見を述べることができます。 

（委任） 

第26条 この条例の施行に関し、必要な事項は、規則で定めます。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行します。 

（経過措置） 

２ 第３次加西市男女共同参画プランは、第11条第１項の規定により策定された男女共同参

画計画とみなします。 

  



（審議資料） 

 

 社会のあらゆる分野において、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の推

進を図るため、男女共同参画社会基本法が制定された。また、国連の「持続可能な

開発目標(SDGs)」において「ジェンダー平等の実現」が提唱され、男女共同参画と

女性活躍を盛り込んだ男女平等の実現に向けた取組が加速している。 

加西市においても、性差にとらわれずに全ての人が個性と能力を十分に発揮でき

る多様性に富んだ活力ある社会を形成していく必要があるが、男女に関する固定的

な概念が残っていることは否めない。女性活躍や多様性が求められる中、誰もが安

心して自分らしく生き生きと輝く社会の実現が必要であることから、地域のあらゆ

る分野で性差にとらわれず共に支え合い参画する社会づくりに取り組むため、本条

例の制定を行うもの。         （後掲の政策等の形成過程説明資料参照） 

  



　②【検討した他の政策等の内容】

　④【総合計画における位置づけ】
基本方針 4

政策 12

○その他の計画（該当する場合にのみ記載）

　⑥【政策実現に係る事業費及び財源】

　⑦【将来にわたる政策実施に係るｺｽﾄ計算】

男女共同参画社会基本法

ともに活躍しまちの魅力を高める
お互いを認め合える社会の実現

加西市では男女共同参画社会の実現を目指し、平成19年度には「加西市男女共同参画都市宣言」を行う
ほか、今年度からスタートしている女性リーダー養成講座「ウィメンズネット加西塾」の開催など、様々な取
組を進めている。
誰もが一人一人の人権を尊重しながら、安心して自分らしく生き生きと輝く社会の実現を目指して、地域の
あらゆる分野で共に支え合い参画する社会づくりに取り組むため、条例の策定を目指す。

　①【政策等を必要とする理由】

　③【他の自治体の類似する政策との比較】

その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　令和４年３月定例会

議案第 1号

政策等の形成過程説明資料

議案等
の件名

政策等
の区分

有　　・　　無

①庁内WG（一般市民２名）を実施
②計画策定委員会で条例についての協議を行う
③パブリックコメントの実施
　・期間／12月28日（火曜日）～1月21日（金曜日）
　・場所／各公民館、地域交流センター、市ホームページ    ・提出件数／4件

宍粟市誰もが自分らしく生きる共同参画社会づくり条例
丹波市男女共同参画推進条例
姫路市男女共同参画推進条例

総事業費 国・県支出金 市債 その他特財

計画名称

（単位：千円）

担当部局

ふるさと創造部 ふるさと創造課

策定年度
計画期間

　⑤【関連する法令及び条例、規則】

　⑨【政策の効果予測】
条例の基本理念と方針に基づき、性差にとらわれず、地域のあらゆる分野で共に支え合い参画する社会づ
くりに取り組むことを決意し、この条例を制定します。

一般財源
808

添付資料の有無

有　・　無

加西市誰もが性差にとらわれず共に生きる社会
づくり条例の制定について

計画　・　事業　・　条例

　⑧【市民参加の状況】

（注）事業が複数年に渡る場合は、総事業費ベースで記入

（パブリックコメントを実施した場合は、その結果も含む）

担当課

男女共同参画啓発事業（自治会向け啓発セミナー）144千円
男女共同参画審議会　委員報酬　245千円
男女共同参画・女性活躍啓発パンフレット　120千円
男女共同参画女性活躍補助金　300千円
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